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[主張]　女子教育

　今 (いま)や全 (ぜん)日 (につ)本 (ぽん)を擧 (あ)げて一大 (だい)民 (みん)族 (ぞく)改 (かい)造 (ぞう)運 (うん)動 (どう)をやつてゐるのだ。男 (おとこ)も女 (おんな)も國 (こく)民 (みん)全 (ぜん)體 (たい)を叩 (たた)き直 (なお)して八紘一宇の理 (り)念 (ねん)具 (ぐ)現 (げん)の闘 (とう)士 (し)に仕 (し)立 (た)てようといふのである。利 (り)己 (こ)主 (しゆ)義 (ぎ)、個 (こ)人 (じん)主 (しゆ)義 (ぎ)、自 (じ)由 (ゆう)主 (しゆ)義 (ぎ)、派閥 (はばつ)主 (しゆ)義 (ぎ)等 (など)すべての階 (かい)級 (きう)[を]打 (だ)破 (は)して天 (てん)皇 (のう)直 (ちよく)属 (ぞく)の皇 (こう)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)にしようといふのだ。一言 (げん)にして言 (い)へば大 (おほ)君 (きみ)の爲 (ため)に自 (じ)己 (こ)を忘 (わす)れる男 (だん)女 (じょ)を造 (つく)ることである。自 (じ)分 (ぶん)を中 (ちう)心 (しん)にして利 (り)害 (がい)、苦 (く)樂 (らく)を計 (けい)算 (さん)することは、もはや今日 (こんにち)以後 (いご)の日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)には通用 (つうよう)しないのだ。
　半島 (はんとう)同胞 (どうほう)だつてこの大 (だい)運 (うん)動 (どう)の圏 (けん)外 (ぐわい)にあるのではない。否 (いな)むしろ、半島 (はんとう)同胞 (どうほう)は内 (ない)地 (ち)同 (どう)胞 (ほう)に比 (くら)べて倍 (ばい)以 (い)上 (じやう)の覺 (かく)悟 (ご)と努 (ど)力 (りよく)が必 (ひつ)要 (よう)である。それは文 (ぶん)化 (くわ)程 (てい)度 (ど)や國 (こく)民 (みん)的 (てき)訓 (くん)練 (れん)の點 (てん)から見 (み)て、立 (たち)遅 (おく)れてゐる自 (じ)分 (ぶん)を策 (さく)勵 (れい)し、その遅 (おく)れた分 (ぶん)だけを追 (お)ひ付 (つ)いて、まだその上 (うへ)に同 (どう)一の線 (せん)に達 (たっ)しようとするからである。
　その努 (ど)力 (りよく)の中 (ちう)心 (しん)となるものは、愛 (あい)國 (こく)心 (しん)と國 (こく)法 (ほう)國 (こく)策 (さく)に忠 (ちう)實 (じつ)なることであるが、愛 (あい)國 (こく)心 (しん)の最 (もつと)も端 (たん)的 (てき)な見 (あら)はれは兵役 (へいえき)に服 (ふく)することであり、國 (こく)法 (ほう)國 (こく)策 (さく)への忠 (ちう)實 (じつ)の最 (もつと)も端 (たん)的 (てき)な見 (あら)はれは、今 (こん)日の場 (ば)合 (あひ)物 (ぶつ)資 (し)節 (せつ)約 (やく)と貯 (ちよ)蓄 (ちく)なること云 (い)ふまでもない。しかしてこのことたるや國 (こく)民 (みん)全 (ぜん)部 (ぶ)の心 (こころ)掛 (が)けでなくてはならぬのであるが、特 (とく)にその中 (ちう)軸 (じく)となるものは婦 (ふ)女 (じよ)子 (し)である。その中 (なか)でも家 (か)庭 (てい)婦 (ふ)人 (じん)である。節 (せつ)米 (まい)その他 (た)の物 (ぶつ)資 (し)節 (せつ)約 (やく)や奢 (しゃ)侈 (し)廃 (はい)止 (し)が主 (しゆ)婦 (ふ)の分 (ぶん)内 (ない)のことであるばかりでなく、壮 (そう)丁 (てい)が或 (あるひ)は志 (し)願 (がん)兵 (へい)となり、或 (あるひ)は士 (し)官 (かん)學 (がく)校 (こう)に入 (はい)るのも八分 (ぶん)通 (とほ)りは母 (はは)の影 (えい)響 (きやう)であると思 (おも)ふ。その上 (うへ)軽 (けい)視 (し)すべからざるは姉妹 (けうだい)やその他 (ほか)の若 (わか)い女 (じよ)性 (せい)の影 (えい)響 (きやう)だ。
『兄 (にい)さん、何 (な)故 (ぜ)兵 (へい)隊 (たい)に行 (ゆ)かない？』
といふ姉妹 (けうだい)の一 (ひと)言 (こと)は青 (せい)年 (ねん)に只 (ただ)ならぬ感 (かん)動 (どう)を與 (あた)へるであらう。
『あの男 ([ひと])、丈 (じやう)夫 (ぶ)な体 (からだ)してゐて兵 (へい)隊 (たい)にも行 (ゆ)かないのよ』
と若 (わか)い女 (じよ)性 (せい)たちから嗤 (わら)はれるとしたらどうだらう。日 (につ)本 (ぽん)軍人 (ぐんじん)の強 (つよ)いのは、日 (につ)本 (ぽん)女性 (じよせい)が優 (やさ)しいためだといふ。その優 (やさ)しい女 (じよ)性 (せい)は強 (つよ)い男 (だん)性 (せい)を勵 (はげ)ますからだ。半 (はん)島 (とう)の女 (じよ)性 (せい)も、或 (あるひ)は母 (はは)として、或 (あるひ)は妻 (つま)として、姉妹 (けうだい)として、戀人 (こひびと)として、若 (わか)き男 (だん)性 (せい)が國 (こく)民 (みん)らしき國 (こく)民 (みん)になるやう
勵 (はげ)まさねばならない。
　だから女 (じよ)子 (し)教 (けう)育 (いく)が必 (ひつ)要 (よう)だ。成 (せい)人 (じん)たる婦 (ふ)女 (じよ)子 (し)や就 (しう)學 (がく)出 (で)來 (き)ない若 (わか)い女 (じよ)子 (し)の教 (けう)育 (いく)が必 (ひつ)要 (よう)だ。緊要 (きんよう)だ。夜 (や)學 (がく)でもいゝ、講演 (こうえん)でもいゝ、一日も早 (はや)く、朝 (てう)鮮 (せん)の女 (じよ)性 (せい)達 (たち)に國 (こく)民 (みん)精神 (せいしん)を注入 (ちうにう)しなければならない。全鮮各小學校 (ぜんせんかくせうがくこう)に婦 (ふ)女 (じよ)子 (し)教 (けう)育 (いく)機 (き)關 (くわん)を併 (へい)設 (せつ)せしめることは、青 (せい)年 (ねん)訓 (くん)練 (れん)所 (じよ)に劣 (おと)らぬ重要性 (じうようせい)があることゝ思 (おも)ふ。

